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松江レガッタ 

 3 月 25.26 日に大橋川で行われた。ここ何年も開催されていない。4 月の「さくらおろち

レガッタ」に変更されていたからだ。大橋川は午後から風が吹き波が出る所で、毎年沈み

そうなほど艇に水が入る。まさか、今年戻って来るとは思っていなかった。先生のブログ

で 25 日に「来てます」とあり、驚いた。おでん屋「庄助」と例のスナックには顔だしした

ようだ。でも・・付き合ってくれる人いたのかな？ 

 

今、松江に来てます。 例年の「さくらおろち湖レガッタ」ではなく、「松江レガッタ」で

す。 場所は松江市の大橋川。 ここ大橋川へ来たのは何年ぶりでしょうか？ 数年前、雲南

市に公認のさくらおろち湖コースが出来たので近年ここに来ることは全くありませんでし

た。 昔はここで普通に中国大会などが行われていたのです。 とても懐かしく思います。 

えっ、ついこの前、全国選抜大会で静岡から帰って来たばかりなのにもう・・・？！と思

われるかもしれませんが、ボート部は選抜大会に出た者だけのチームではありません。 春

休みの一つのイベントとして部員全員に色々と経験させてやりたかったです。 また、選抜

大会に出た者は全員シングルで参加。 今一度クルーを解散し、「個」を伸ばさなければな

りません。 チームメイトであれライバル意識むき出しでレースに臨んでくれることを望み

ます。 

今回はオープンレース。 公式戦ではありません。 大学生・社会人と並べることになりま

す。 結果など気にせず思い切り挑戦して欲しく思います。 とにかく自分を試せ！！ 

で・・・、今宵は一人寂しく「庄助」かな？！ そして庄助からの・・・？！ 誰かご一緒

しませんか？！(笑)  

 

で、結果はどうだったんでしょうね？？ 

 

森川先生のお言葉 

今回の松江レガッタ、前述のとおり部員全員をレースに参加させることが出来てよかった

です。 初めてシングル or ダブルでレースをする者、さらには病み上がりの復帰戦に挑む

者までいました。  

昨日は、会場に到着しリギングだけをして全くコースを知らない状態でのレース（予選）

でした。 うちの部員たちにとっては初めての場所で不安だらけだったと思います。 で、

今日は朝からラフコンの中でのレース（敗復・準決・決勝）。 たくさんの刺激をもらい、

いろいろと経験出来たと思います。 やっぱり勝たないと意味がない！ そして、今自分が

何をしなければならないか？がよく解ったはずです。 とにかく今回得た経験を今後ともに

活かさなければなりません。（行っただけやったらこれこそ時間とお金の無駄遣いです！） 

・・・それにしても寒かったです。 岡山と違って山陰側の松江は風も冷たく、気温も低か

ったです。 

 さて、春休みも後わずか。3 月 28 日に森川先生がつぶやいていました。 
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そんな中、今日は AGAIN エルゴ。 昨年１１月に冬トレが始まって、私たちが目指してき

たのはエルゴ UP。 はたしてどれだけ記録が伸びたのだろうか？ 掲示板に中村が「エルゴ

スコアがシングル乗艇に繋がらない」と書いてますが、それは研究心を持って向上すれば

よいこと。 彼のエルゴスコアはかなり魅力的です。 今の記録に満足せずにもっともっと

記録更新をして欲しいものです。 基本的にボートが上手い、スピードのある選手でエルゴ

の回らない人はいません！ よくエルゴは回らないが、水上は早いという者がいますが、そ

れはありえません。 ただ嫌いなことはしたくない！という言い訳にしか聞こえません。 実

際、今の日本代表もまずエルゴスコアを基準に選考しているのですから。 

で、今日の AGAIN エルゴ・・・、角南がやっと出してくれました。 今日のこの感覚を忘

れないで欲しい。 やっとスタートラインに立てました。 

 

   

 

 ご存知のとおり、今年から U－19 に選ばれると日本国内の大きな大会には出られない事

に成りました。選抜の間も選考された高校生は強化合宿でした。今までのエルゴで手を抜

いていたのか？？との疑問も浮かびます。それとも、スロースターターなのか？他の部員

も後に続いて頑張ってよぅ！！ 

 

 

日本代表候補最終選考レースについてちょこっと覗いてみよう。日大に行った古米君と明

治に行った河井君が参加している。 

LM1x・FD （9:50～） 

2 大塚 圭宏  NTT 東日本    07:51.51  5 

3 河井 京介  明治大学     07:36.58  4 

4 阿部 大貴  トヨタ紡織    07:31.22  1 

5 木村 良太郎 トヨタ紡織    07:35.78  3 

6 別府 晃至  今治造船株式会社 07:32.46  2 

LM1x・FC （10:00～） 

1 中村 拓磨   日本体育大学  07:35.17  6 

2 古米 峻知   日本大学    07:28.57  3 

3 岩本 拓馬   中部電力    07:26.74  1 

4 塚本 章良   トヨタ紡織   07:29.55  4 

5 鎌田 宣隆   明治安田生命  07:27.45  2 

6 大河原 敦史  明治安田生命  07:29.95  5 
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ＮＲＭ(日立明三大レガッタ) 

 今年もやって参りました。初めて

の戸田漕艇場でのレースです。今回

はここに来るのが初めてじゃない部

員もいますよね。反対に初めての東

京を経験する部員も。迷子は出なか

ったでしょうか？ 

 

 

 先生は早速 OB がやっているお店

で晩御飯してました。肉・肉・肉の

オンパレードですよ！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 三大学レガッタとは、言葉の通り日大・立教・明大の大学対抗レースです。メインはこ

こなのです。徐々に種目が増えていきマスターズ(OB や年配の方々)や高校生など招待レー

スをするように成りました。お客様としてお伺いしているのです。今回は日大艇庫でお世

話に成りました。戸田に居る関西 OB も食事に連れて行ってくれたり差し入れしてくれま

した。今年は立教が担当なので立教の艇庫で会合です。 
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この大会のイベントの講演会がありました。 講師は、アテネ・北京・ロンドン五輪出場の

浦和重氏と元 NTT 東日本＆日本代表 COX の大村光輝氏でした。 大村光輝と言えば、関西

高校 OB（H７年度卒）、私が見てきた中での No.１コックス、そして当時の日大を変えたと

言われるスーパーコックスです。 高校時のいろんな事・ヤバい事？が暴露されるのではな

いか・・・と私は彼の講演をハラハラドキドキしながら聞いていました。汗 講演は対談形

式で行われましたが、彼は「ボートを始めたきっかけ」・「好きな練習メニュー」・「COX と

しての資質」・「モチベーション維持」等について話してくれました。 中でも最も感心した

のは・・・「自分にとってボートとは？」でした。 彼にとって、ボートとは自分自身を成

長させてくれたもの。 ボートをやってなかったら今の自分はない！とまで言っていました。 

確かにそうだ！ ボートとの出会いが彼を作ったのです。 ボートとの出会い（私との出会

い？笑）を通じて、いろんな人や出来事と出会い、沢山の喜怒哀楽を感じてきたのです。 そ

して、その出会いの中で、自分にとってのチャンスを得て、それを確実に物にしてきたの

です。 つまり「感性」が豊かだったのではないでしょうか？！  
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高校生男子舵手付きクォドルプル 招待レース 

 

 

 

 

 

 

 

 

        岡谷南高校は長野県にあります。 

 

高校生男子ダブルスカル 招待レース 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        悲しくて、何も言えねぇ！！ 

  

森川先生のお言葉 

負けました！ また負けました！！ クォドが２位、ダブルが６位。（ブッチギリのビリ） 伴

チャリ応援してくれた OB に対して申し訳なく思いました。（ 関西クルーをスカウトに来

ていた某大学の監督もガッカリさせてしまいました） ３月の選抜の時より自分たちは進化

したのか？退化したのか？ あるいは去年のこの時期と比べて自分たちはどうなのか？ よ

～～～く考えて欲しい。 何が足りないのか？ どうすればよいか？ 自分自身はどうなの

か？ 今のままではまた同じことを繰り返してしまいます。 もちろん５月の朝日レガッタ

も勝てません！  

現クォドクルーは、旧クルーから主力が３名も残っています。 昨年はクルーが若いため、

怖いもの知らずでもっと研究心・冒険心があったはず。 練習時からワクワクドキドキさせ

てくれました。 それが今は？？ 初心を忘れたのか？ 楽を覚えたのか？ ひょっとし

て・・・勝ちたいけど苦しいことはしたくない！ 楽して勝ちたい！ 早く帰りたい！とで

も思っているのだろうか？？  

 



7 
 

私は３月・４月の予定表にこう記しています。  

もう一息！ もうダメだ・・・それをもう一息！ 勝利は大変だ。 だが、もう一息！ 

もう一息！ それに打ち勝ってもう一息！ それにも打ち勝ってもう一息！  

もう一息！ もう一息という処でくたばっては何事も物にならない！ 
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大村 光輝 さんから、こんなコメントを頂いていました。嬉しいですね！ 

森川先生、打上に顔を出せずすみませんでした。 

関西の生徒が日大の艇を使い終わったあと、隅々まできれいに掃除をしている

のを見ました。そして、大きな声でお礼を言って艇庫を出ていきました。OBと

して非常に嬉しくおもいました！ 

機会があればまた是非関西クルーに乗らせてください。 

 

 

百間川レガッタ(春季大会・高畠杯) 

4 月 23 日(日)、快晴。雲雀が太陽に向かって元気に鳴いている。晴れの割に肌寒く、紫

外線も強いという。日焼け止めを塗り、サングラスに帽子、手袋をして出かけた。 

 10 時 12 分に男子シングルが始まる予定だったが、最初から 5 分遅れで始まった。 

 

少年男子シングル予選 

2 中村魁真(関西Ｃ) ・・・・・・1 4‘00“71 

3 有本(緑陽Ａ)   ・・・・・・2 4‘04“76 

4 妹尾(東商)    ・・・・・・4 4‘24“34 

5 福田竜己(関西Ｅ) ・・・・・・3 4‘10“66 

  ちょっと冷っとしたレースだった。後半緑陽に追いつか 

  れそうに見えたし、レーンからそれた様にも見えた。 

 

2 尾上龍哉(関西 D)  ・・・・・・3 4‘02“72 

3  熊谷亮哉(関西 A) ・・・・・・2 3‘57“72 

4 浅川(緑陽 B)   ・・・・・・4 4‘05“53 

5  角南仁基(関西 B) ・・・・・・1 3‘51“19 

  キャプテンの意地を見せたか?水を開けての勝利！ 

  

少年男子ダブル 

2 関西高校 A(国本・李)・・・・・1 3‘48“14 

3 岡山東商業高校    ・・・・・2 3‘48“49 

4 坂出商業高校        ・・・・・3 3‘51“96 

5 関西高校 B(田中・山本)・・・・4 4‘03“59 

6 岡山操山高校    ・・・・・5 4‘05“52 

    前半は遅れをとっていたが「こっから―！」の 

  保護者の声援に答えてくれた。 
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少年男子クォドルプル 

3 関西高校      ・・・・・1 3‘41“61 

  (山田・永嶋・長瀬・近藤・市川) 

4 備前緑陽高校    ・・・・・2 3‘43“84 

5 岡山東商業高校   ・・・・・3 3‘45“24 

  回漕レーンで山田が「任しとけー！」と叫んだ。緑陽がトップで通り過ぎたがスパー

トをかけ、ガクンと躓いたようにスピードが落ちた緑陽を抜いてゴールした。 

 

ちなみに・・・一般男子 

1 浅野和也(品川 B)  ・・・・・6 4‘14“86 

2  西崎文貴(楽漕)   ・・・・・5 4‘03“09 

3 村上        ・・・・・1 3‘42“64 

4 須藤        ・・・・・3 3‘49“10 

5 山崎        ・・・・・4 3‘59“79 

6 伏見        ・・・・・2 3‘48“65 

 

一般男子ダブルスカル 

2 愛媛大学         ・・・・・3 3‘37“55 

3 品川リフラクトリーズ(増成)・・・・・1 3‘20“40 

4 岡山大学(晴波)      ・・・・・2 3‘35“48 

5 岡山大学(鶴翔)      ・・・・・4 4‘16“36 

  

1 時間の休憩が入りました。皆其々にトイレに行った

り、トイレに行ったり・・。寒いので行きたくなります

よね。 
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 ポイントレースなのでもう一回レースがあります。 

 

少年男子シングル B 決勝 

 2 浅川(緑陽 B)    ・・・・・1 4‘25“13 

 3 福田竜己(関西Ｅ)  ・・・・・2 4‘31“70 

 4 妹尾(東商)     ・・・・・3 4‘49“77 

 

少年男子シングル A 決勝 

 2 角南仁基(関西 B)  ・・・・・1 4‘06“35 

3 熊谷亮哉(関西 A)  ・・・・・2 4‘11“28 

4 有本(緑陽Ａ)    ・・・・・3 4‘20“12 

5 中村魁真(関西Ｃ)  ・・・・・4 4‘24“53 

6 尾上龍哉(関西 D)  ・・・・・5 4‘28“96 

トップ争いを関西で競う。良い競り合いだ。キ

ャプテンの意地ですね。 

 

少年男子ダブル 

 2 岡山操山高校    ・・・・・5 4‘10“85 

 3 坂出商業高校    ・・・・・2 3‘56“50 

 4 関西高校 A(国本・李)・・・・・1 3‘53“53 

5 岡山東商業高校   ・・・・・3 3‘58“25 

 6 関西高校 B(田中・山本)・・・・4 4‘05“43 

A は後半追い上げてトップへ躍り出る。前半はヒヤッとしたが、久々に晴れ晴れと

した気持ち良いレースを見た気がする。B も頑張ってビリ脱出。 

 

少年男子クォドルプル  

3 岡山東商業高校   ・・・・・2 3‘45“77 

4 備前緑陽高校    ・・・・・3 4‘03“02 

 5 関西高校      ・・・・・1 3‘50“52 

   (江田・永嶋・長瀬・近藤・市川) 

東商に 1 艇身引き離されてきたが少しずつ追い上げて抜きさし、1 艇身差をつけ

て・・否、水を開けてゴールした。スロースターターかな？ 

 

   残念ながら 2 回目の結果投稿は「3 種目優勝」としか無かったので岡山ボート協会さんからの発表

を見せて頂きました。 
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一般男子ダブルスカル 

2 品川リフラクトリーズ(増成)・・・・・1 3‘33“34 

3 愛媛大学         ・・・・・2 3‘52“98 

4 岡山大学(鶴翔)      ・・・・・4 4‘44“30 

5 岡山大学(晴波)      ・・・・・3 3‘55“68 

 

一般男子シングルスカル 

1 須藤       ・・・・・3 4‘13“84 

2 浅野和也     ・・・・・6 4‘32“78 

3 山崎       ・・・・・4 4‘22“18 

4 村上       ・・・・・1 4‘01“14 

5 西崎文貴     ・・・・・5 4‘28“04 

6 伏見       ・・・・・2 4‘10“07 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

森川先生のお言葉 

今日は第１３回百間川レガッタ兼春季大会兼中国大会予選。 天気もよく、ポカポカ陽気の

ボート日和でした。 保護者並びに関西高校サポーターの皆様におかれましてはご多用中に

もかかわらず応援＆観戦に来て頂き、本当にありがとうございました。 その応援のおかげ

で何とか全種目優勝。 応援が選手たちの力漕を後押ししてくれました。 シングルは対校

クォドのプライドをかけた大バトル、ダブルは見る者をヒヤヒヤさせるレース、クォドは 



12 
 

我慢比べの熱いレース。 観戦する者にとってはどれも興味深いレースではなかったでしょ

うか？！  

私としては、今まで一度も勝ったことがない部員が初めて勝てて良かったでは？！と嬉し

く思っています。 やはり・・・「勝負は勝たないと意味がない！」ということを身に沁み

てわかったと思います。 勝つから面白い！ 勝つから更に成長するのです！ また、今日惜

しくも負けてしまった者は、今日の失敗を必ずインプットして、今自分に足りない物は何

か？ 何をしなければならないか？を理解してより一層の向上を望んでいます。（同じ失敗

を繰り返すのはアホだ！！・・・と今日の全体ミーティングで伝えました）さぁ、約一週

間すれば朝日レガッタ。 今年は第７０回の記念大会。 過去、第５０回・第６０回の記念

大会において関西クルーは見事に優勝しています。 そう、記念大会に強い関西クルーです。

（ホンマかいな？！） で、今回は？？ まぁ、昨年の「おとしまえ」をつけなければなり

ません。（そうだろ？ ○○君？！）  

 

 

 土手上は寂しかったなぁ。H17 年の林ご夫妻くらいで、私より上の保護者の方がいなか

った。土手物語も落ちてなかったし・・・。 

 さぁ、次は朝日レガッタ！4・5・6 日に覗きに行きます。都合で決勝は観られません。も

う既に、ゴールデンウィークの予定に毎年組み込まれています。応援と言うより小旅行。「う

おい」の鰻を食べるのと、瀬田でしか会う機会の無い人達の顔を見に行くのが楽しみにな

っています。龍谷に行ってる OB にも会えるかもしれないし、フェイスブックで色々な情

報を頂いてる人達にも会えるかもしれない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 月 25 日 山陽新聞朝刊に掲載 
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と、その前に 

安全講習会 

 4月30日にふれあいセンターで

開かれました。ボートも危険が付

きものの競技です。ラフコンの中

での試合は「沈」する事もありま

す。心肺蘇生とかしっかり習って

おかないとね。  



14 
 

第 70 回記念朝日レガッタ 

 

 週間予報は 6 日以外は晴れ。今回は 3 年生ばかりで挑戦する。全国大会ではないが、イ

ンターハイ前に是非勝っておきたい試合です。 

 3 日に組み合わせが発表されるのでチェックを入れてみる。福井県勢がいない。・・・と

言う事は？勝てるかも！！ 

 

 一般男子も気をつけておかないと OB が出てるかもしれない。龍谷大 1 年の齊藤君がエ

イトに乗る事だけは分かった。 

 

 さて、４日午前６時半自宅出発。申し訳ないが現役でも無いのにシングルから応援でき

る時間に間に合うよう出かける根性は無いのです。ダブルまでに着ければ良いし、去年は

ダブルにも間に合わなかった。勿論高速での渋滞に巻き込まれ 4 時間かかりました。駐車

場は、いつもお世話に成っている「ナフコ」さんが 5 月 7 日に閉店とかで閉店セールが行

われているので今年は停められない。新浜ヤードの空き地が指定の駐車場。和歌山国体の

時と同じ場所だ。ゴールまで２㌔あるじゃん！ナフコで買い物して、ちょっと置かせて貰

えないかなぁ等と考えてみる。しっかり駐車場の入口に係員が１台１台声かけしてたわ。

店内も商品は殆ど無くて欲しい物も見つからない。 

 関西応援団はいつもの 750 地点が取れなかったらしくて 800 辺りに陣取っていた。そこ

で福田の 2 着・予選通過を聞いた。 

№ 
ﾚ 

Crew 500m 1000ｍ Rank Qualify 

14 

 

5 月 4

日 

9:01 

予選 
１組 

2 上り 

1            

2 河野 颯次郎(松山東高校 A)   3:50.49 1 →準決勝 

3 堤 大樹(和歌山北高校)   4:05.22 3    

4 藤田 優希(高島高校)   4:20.51 5    

5 福田 竜己(関西高校)   4:01.36 2 →準決勝 

6 羽藤 悠河(伏見工業高等学校 B)   4:10.75 4    
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 ダブルまでの長い長～い空き時間はコース散策で過ごす。龍谷大学には OB がわんさか

いるので会えるかもしれないと「きび田楽」を差し入れに歩き出した。残念ながらテント

にはおらず、今日は艇庫の方にいると他の部員さんに言われた。それでも、差し入れだけ

は渡して、また歩いた。スタート地点の審判用テントには数名の審判がお弁当を立ったま

ま、膝をついただけの状態でかっ喰らっていた。レースの合間合間を狙う様に有効活用し

ているんだな。と納得。 

 戻ってみたら、ちょうどダブルＡとＢが上がって来た。 

 

№ 
ﾚ 

Crew 500m 1000ｍ Rank Qualify 

34 

 

5 月 4 日 

11:41 

予選 
１組 

2 上り 

1            

2 関西高校 A（李・国本）   3:35.77 1 →準決勝 

3 長崎明誠高校 B   4:01.79 4    

4 
田辺高校 

  4:24.14 5    

5 高島高校 B   3:43.02 3    

6 
宇和島東高校 

  3:38.86 2 →準決勝 

№ 
ﾚ 

Crew 500m 1000ｍ Rank Qualify 

37 

 

5 月 4 日 

12:02 

予選 
４組 

2 上り 

1 膳所高校 C   4:05.94 6    

2 
今治南高校Ｃ 

  3:52.92 3    

3 東京選抜 B   3:48.92 1 →準決勝 

4 関西高校 B（永嶋・長瀬）   3:51.80 2 →準決勝 

5 
和歌山県立桐蔭高校 

  3:57.04 4    

6 今治北高校 A   4:01.00 5    
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 Ａクルーは宇和島東に先行され、2 番手で応援団の前に差しかかった。声援を始めると俄

かにピッチを上げて抜き差し、そのまま手を緩めることなくゴールを決めた。気づいてみ

れば独走態勢に入っていたのだ。 

 Ｂクルーも 2番手でやって来た。今治南に追い上げられ一瞬抜かれ 3 番手に成ったが、

そこで長瀬が声を張り上げた。「永島！！スパート！！」弾かれる様に永嶋は長瀬のスパ

ートについて行った。更に「ここで上げんといけん！！」長瀬の激は続いた。 

 ダブル 2 艇ともめでたく準決勝に進んだ。となると、クォドクルーの保護者は気が気じ

ゃなくなる。予選は勝って当たり前と思われている上に、明日の敗者復活が無くなり皆で

優勝祈願巡り(観光とも言う)が掛って来る。 

 

 ここからクォドのレースまでお昼ご飯休憩です。私は毎年恒例の『うおい』に鰻を食べ

に行きました。 ここの「ひつまぶし」好きなんです。 

それに、付いて来る瀬田シジミのお味噌汁 

がまた美味しいんです。良ければ来年でも 

行ってみてはいかがでしょうか？2 階の窓 

から青年会館も見えます。運が良ければ 

鬼火弾号が観られますよ。 
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№ 
ﾚ 

Crew 500m 1000ｍ Rank Qualify 

54 

 

5 月 4 日 

14:01 

予選 
６組 

2 上り 

1 清風高校 A   3:43.62 6    

2 
瀬田工業高校 

  3:29.70 2 →準決勝 

3 
和歌山県立桐蔭高校 

  3:30.58 3    

4 
徳島市立高校 

  3:40.77 5    

5 膳所高校 B   3:39.77 4    

6 
関西高校 

  3:26.18 1 →準決勝 

 クルーメンバー：山田・角南・中村・熊谷・尾上 

 

出てる！の声が聞かれ、手に手にメガフォンやポンポンを持って覗きこむ。1 番手で確認で

きる距離まで近づいて来たが、あろう事か瀬田工にトップを譲る。しかし、今までと違う。

抜き返す余力を持っていた！ギリギリに見えていたが 1 艇身差までつけてゴール！！良か

った、めでたい！ 

 

 

 引き上げ途中、先生に出会う。 

先生「スタート地点に居たので・・どんなでしたか？」 

私「800 ではギリギリの 1 着に見えました。」 

先生「へー。ギリギリでも勝ったからエエかぁ？」 

私「そ・そ・そうですね・・・。」 

先生「アカンわ―！！」 

私「(大爆笑)！」 



18 
 

森川先生のお言葉 

応援ありがとうございました。 皆様方の熱い応援のおかげで全クルー予選通過し、明後日

の準決勝へ駒を進めました。 帰宿後のミーティングで私は選手にこう言いました。 

まだ予選上がっただけ。 屁の突っ張りにもならん。 調子に乗らないでくれ。 これでいい

訳がない！ 常に問題意識を持って、もっと成長してくれ。 全ては決勝でゴールするまで

は納得しない。 うちは、過去何回か優勝したことがあるけど、これには全て「運」があっ

た。 俺は神様の存在を信じている。 だから、自分自身に福の神がいっぱい付く謙虚な行

動をしてくれ。ここに誰のおかげで何をしに来てるんや？？ 

関西 TEAM にとって今回の朝日レガッタ、平成４年から出場し、これで２５回目となりま

す。・・・ということは私には２５年間ゴールデンウィークというものがなく、この期間全

て瀬田にいたことになります。 同時に２５年間、ずっと家庭を犠牲にしてきたわけです。 

だから我が家にとっては「優勝」しか認めてもらえないのです。(ほんまやでぇ！）  

 

 

因みに OB も載せておきましょう 

№ 
ﾚ 

Crew 500m 1000ｍ Rank Qualify 

5 

 

5 月 4

日 

7:58 

予選 
５組 

2 上り 

1            

2 立命館大学 A   3:26.36 2 →準決勝 

3 品川リフラクトリーズ(増成)   3:25.58 1 →準決勝 

4 
愛媛大学 

  3:28.84 3    

5 
大阪府立大学 天鶴 

  3:41.75 4    

6 
滋賀大学教育学部 青波 

  4:05.47 5    
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エイトは予選が 5/5 の為、保護者は祈願巡りの前に応援に来てました。 

№ 
ﾚ 

Crew 500m 1000ｍ Rank Qualify 

79 

 

5 月 5

日 

9:39 

予選 
２組 

2 上り 

1            

2 
大阪市立大学 

  3:01.23 3    

3 龍谷大学(齊藤)   2:56.42 2 →準決勝 

4 
同志社大学Ｂ 

  3:05.87 5    

5 
東レ滋賀 

  2:51.75 1 →準決勝 

6 
関西大学 

  3:04.49 4    

 

5 月 5 日は子供の日。子供達は何処に行った？？ 

昨日全クルー予選通過したので今日は OFF。 午前中、少し秘密の？特訓をして、昼前か

ら昼食を兼ねて選手たちを連れて京都へ。(本当の事を言うとボートの事を忘れてリフレッ

シュさせたかったのです) 京都と言っても修学旅行で行くような有名な寺院ではありませ

ん。 京都の一番の繁華街である河原町・新京極・寺町・木屋町へ行きました。 そう、私

の庭へ連れて行ったわけです。 おそらく彼らにとって初めての街だったと思います。 彼

らはいったい何処に行ったのでしょうか？ 何を食べたのでしょうか？ 私も久しぶり河原

町でとっても懐かしく思いま・・・せんでした。 部員たちをフリーにさせて一人寂しく河

原町の某ラーメン屋で昼食を食べていたらレース会場より急用の電話が・・・。 すぐに帰

宿しなければなりませんでした。悲 まぁ、選手たちにとって今日が Refresh Day になって

くれたのであれば嬉しいです。 

さぁ、明日は大会の大一番の準決勝です。 部員たちにはこう伝えました。 「同じ高校生

や！ 焦らず、恐れず、思い切りブチかませ！ 相手を意識して勝とう勝とうとしたらあか

ん！ スピードだけを求めて自分自身を進化させてみぃ！！」 関西クルーは「感謝」の気

持ちを持って頑張ります。 どうか応援よろしくお願いします。 
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某ラーメン店です。 

京都ご自慢の九条ネギが 

たっぷりと乗っかったのが 

お薦めです。 

 

 

 

 

 

 

 私もこの辺りをウロウロしてたんですが 

 誰にも会えませんでした。 

 京阪電車で三条に～橋の袂で「たわし」を 

 買い。商店街を散策し、錦市場そばの『大藤』 

 (千枚漬の有名店)で漬物を求め、河原町から 

 四条大橋を渡って祇園へ。 

 目的はこれ！『鍵善良房』のくずきり 

 白川・巽橋をブラブラと 

 三条駅に戻る途中で近江牛の看板見つけて 

 1000 円のハンバーグセットでお昼ご飯。 

   こんな感じ。 

 

 

それから、保護者は何してたんでしょうね。 

 齊藤君が乗ってるエイトの応援に朝早くから漕艇場に繰り出していました。 龍谷のエ

イトには 1 年生が 3 人乗る事に成りました。関西の齊藤君・熊学の子・和歌山北の子です。

明日の準決勝で偶然にも 3 校でクォドのレースと成りました。3 人の会話をお聞き下さい。 

和北「どこが勝つか楽しみじゃな」 

齊藤「熊学とは去年の因縁があるから・・。負けられんだろう。」 

熊学「和北は置いといて、面白そうだな。」 

とまぁ、こんな風に話題に成ったようです。さあ、どうなるんでしょうね。 
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 話は戻って保護者は何処へ 
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 こん限り行き倒してました。もう強行軍も極めてます。ゆっくりと拝観出来たでしょう

か？建仁寺にはあの有名な『風神雷神図屏風』とか有る筈なんですが・・・。皆さん紙袋

を持ってるのでお土産も買えた様ですね。扇子もそうなのかな？ 

 

先生も京都を散策していたのだと思い込んでいたが、どうもそうでは無かったらしい。 

 

関西 TEAM は京都観光。 観光と言っても河原町界隈をウロウロしただけですが・・・。

（まぁ、うちの部員にとっては寺社巡りよりこっちの方がよかったのでは？！） しかし、

私は、急用連絡があり途中で滋賀に帰ることに。 

それは・・・、この７０回記念大会に招待されているニュージーランド（NZ)の選手・監督

を接待するということでした。 高校の英語の先生が呼ばれたのです。 私は、近畿の某

先生と一緒に再び京都へ行き、NZ の選手監督と懇親会。 行った先が・・・京都の蹴上の

「お狩場」というマニアックな店。 店内のテーブルは全て囲炉裏。 そして出される料

理・お酒にビックリ！！ 猪豚の照り焼き・鹿のタタキ・熊の？・アマゴの唐揚げ（これ

は店主が釣ってきたとか？）etc、お酒はというとマムシ酒（瓶の中で蛇がトグロを巻いて

ます）・大きなスズメ蜂が沢山入った酒（通称 Killer Bee）、見たことのない＆飲食したこ

とのないものばかりでした。 通訳を兼ねて参加していた私は、これらの料理が英語で表

現出来ませんでした。 猪豚の照り焼き・・・Baked Hybrid Pork かな？ ホンマかいな？！

（NZ に猪豚なんて存在しないと思いますが・・・）  

NZ の選手・監督から興味深い話も聞けました。 ヘッドコーチのグレンは現 NZ ナショナ

ルチームの U２３の専任コーチ、選手のカールは現代表選手。 そして、彼らは皆、元ラ

グビー選手、フランカーでした。（今もやってる？！） NZ のラグビーと言えば、世界ラ

ンク１位、All Blacks です。 ほとんどの高校生・大学生がラグビーをしているそうです。 

やはりラグビーは国技でした。 もちろんボートも世界的に有名です。（日本の比ではあり
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ません！） また、彼らのトレーニングシステムにも驚かされました。 現在、日本がや

ってる、長期間低レートで長い距離を漕ぐようなトレーニングばかりではありませんでし

た。 では、どんなトレーニング？？ それは・・・秘密です。 まずはうちが実践して

みようかと。笑  ただ・・・全てにおいて水中 MAX で漕ぐことは共通でした。（うちの

生徒はなかなかこれが出来ません！） さらに季節が全く逆の南半球の国が、どうやって

ヨーロッパで開催される世界大会に臨むのか？等、いろいろと教えてくれました。 最後

に指導者にとって最も大切なのは、技術・データ分析だけではなく、「人間性」だと熱く語

っていました。（う～～～ん、そうかもしれない！ いや、そうだ！！）・・・にしても、

あの店、また行ってやろっと。 何かしら猟師になった気分になりました。 
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5 月 6 日は準決勝の日。寄り道した私はシングルに間に合いませんでしたが、到着してす

ぐ「先ほどのレースの結果を・・・」で福田が 2 着で決勝に進んだ事を知りました。びっ

くりしました。シングルで決勝に行けるなんて思ってもみなかったからです。どんな子な

んだろう？ 

№ 
ﾚ 

Crew 500m 1000ｍ Rank Qualify 

119 

 

5 月 6

日 

8:30 

準決 
３組 

2 上り 

1 羽藤 悠河(伏見工業高等学校 B)   4:29.03 6    

2 田中 健太(朱雀高校 A)   4:24.19 5    

3 上田 海音(朱雀高校 B)   4:17.09 3    

4 岩井 滉人(桜宮高校)   4:08.25 1 →決勝 

5 福田 竜己(関西高校)   4:13.93 2 →決勝 

6 堤 大樹(和歌山北高校)   4:20.26 4    

      

ダブルまで時間が空きます。龍谷・齊藤君のお友達、和歌山北出身の畑中君のご両親に

バッタリ出会いお話ししました。1 年生同志泊まりに行ったりして仲が良いようです。畑中

君は高校時代目立った戦績も無くてエルゴで選ばれた子で不安だったようです。 
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№ 
ﾚ 

Crew 500m 1000ｍ Rank Qualify 

 

 

 

5 月 6 日 

11:24 

準決 
３組 

1 上り 

1 
今治南高校Ｃ 

  4:28.64 5    

2 
東筑高校Ａ 

  4:23.59 3    

3 東舞鶴高校 B   4:38.43 6    

4 関西高校 A   4:11.10 1 →決勝 

5 高島高校 A   4:13.86 2    

6 
和歌山県立桐蔭高校 

  4:27.52 4    

 

 右前方より風強し。おかげでスタートが 20 分遅れでした。スタートダシュは良かったよ

うで、確認できた時には 2 艇争いに成っていました。応援団の声援が始まると、それが合

図の様にピッチを上げてラストスパートに入りました。800 の目の前では水が空いた様に見

えます。高島高校を離したままゴール！ 
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№ 
ﾚ 

Crew 500m 1000ｍ Rank Qualify 

140 

 

5 月 6 日 

11:38 

準決 
５組 

1 上り 

1 
米子東高校 

  4:20.67 5    

2 高島高校 B   4:21.68 6    

3 熊本学園大学付属高校 B   4:02.45 2    

4 今治西高校 A   4:01.85 1 →決勝 

5 関西高校 B   4:15.09 3    

6 
愛媛大学附属 

  4:15.68 4    

 

 今西・熊学について 3 番手で現れました。愛媛に追いつかれそうになりヒヤヒヤしながら

の応援でした。しかし 1 上がり、今西にしっかり離されました。 

 

 今回は借艇のくじ引きに外れてしまい、どこかの艇をお借りした様です。しかも、フィ

リッピです。くじで当たるよりよっぽど良い艇です。そのお陰でしょうか、グングン進む

様です。(気のせいかもしれません) 

 初日は齊藤君が顔を見せてくれたそうですが、今日は小野田君が立ち寄ってくれました。

彼はもう 4 年生です。今回の朝日は出場しませんが(色々あってな・・)何と、何と龍谷のキ

ャプテンに成ってました。朝からカメラを持った江田がウロウロしてましたが、レースを

終えた福田も合流していたので、保護者から挨拶しとけ！と言われ瞬間冷凍したかのよう

にカチコチ状態に。言葉も出てきません。保護者が助け船を出します。で、やっと 

福田「3 年の福田です。」 

小野田「あれっ？ 差し入れ持ってった時におったかな？」 

福田「はい。・・・」 

また、固まった。 

私「誰か分かってる？」 

思わず口を挟んでしまった。 

福田「はい。龍谷のキャプテンの・・。」 

保護者からおおっ！の声が上がる。そこから、お決まりのご挨拶がちゃんと出来ました。 

小野田「誰に仕込んで貰ったん？」 

余りにも上手なご挨拶に思わず出た言葉です。保護者から 

「福田君はしっかりしてるんよ。」 
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がっしりした体つきだけど背が低い。この体躯で決勝に残るとはあっぱれ！と私は一人

驚いていたのです。そして、2 年生の時

からレギュラーとして活躍していた小

野田君はこの場所に部員(江田)が居る事

が不思議だったようです。COX もしく

は補漕がビデオ撮影に来る事はあって

も漕手は挨拶以外に近づく事は無いで

すものね。 

 

  



28 
 

 

                    ごめんね。私のスマホの写真しか無かったの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



29 
 

№ 
ﾚ 

Crew 500m 1000ｍ Rank Qualify 

150 

 

5 月 6 日 

13:38 

準決 
２組 

2 上り 

1            

2 
瀬田工業高校 

  3:23.59 4    

3 
今治西高校 

  3:15.06 2 →決勝 

4 
熊本学園大学付属高校 

  3:15.80 3    

5 
関西高校 

  3:14.80 1 →決勝 

6 
和歌山北高校 

  3:25.27 5    

 今西・熊学・関西の三つ巴接戦レースだった。ラストスパートで熊学が出遅れる。今西

と一騎打ちの様相となる。どっちだ？どっちだ？応援団の声が一つになる。目を凝らしオ

ールの動きを注視した。止まった。関西が先に止まった。手が上がる。勝ったのか？勝っ

たのか？子供達を信じない訳ではないが以前、手を挙げるも負けた事があった。結果を待

って安心する。勝った！ 
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森川先生のお言葉 

今日は現役保護者の方だけでなく OB 保護者・OB も沢山来られてました。 そういった方々

の応援波動がバッチリ届き、選手たちを後押ししてくれました。 本当にありがとうござい

ました。 

その応援のおかげで・・・なんと、なんと・・・シングル・ダブル・クォドの全種目にお

いて決勝進出を果たしました。 関西 TEAM にとって全種目が決勝進出したのは何年ぶり

でしょうか？ 明日も忙しくなりそうです。(現場は大変なんですぅ)  

昨日のブログのとおり、選手たちには「焦らず、恐れず、勝とう勝とうとせずに、スピー

ドと勝負せよ！ 自分自身を進化させよ！」と指示していました。 彼らは、そのとおりに

やってくれたと思います。 Good Job！！  

決勝進出を果たしました今、「焦らず、恐れず」の次は・・・「喜び過ぎず！」です。これ

は勝負の極意です。私達が勝利したために苦汁を味わった者がいるのです。 それに支えて

くれたいろんな方々のおかげで勝った訳ですから決して喜び過ぎてはいけません。(昨年は

ここで喜び過ぎたはず？！） 全ては決勝でゴールするまでは納得してはいけません。 

明日も感謝の気持ちを持ってレースに臨みます。 「敢為」の精神を見せます。 どうか熱

き応援よろしくお願いします。  

一漕通栄光。 信は力なり！！ 
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OB の結果 

№ 
ﾚ 

Crew 500m 1000ｍ Rank Qualify 

131 

 

5 月 6 日 

10:25 

準決 
６組 

1 上り 

1 
中国電力 

  4:22.47 6    

2 
同志社大学Ａ 

  3:41.42 1 →決勝 

3 
品川リフラクトリーズ（増成） 

  3:45.05 2    

4 大阪大学 A   3:52.26 3    

5 
島根大学 

  4:05.65 4    

6 
同志社大学Ｃ 

  4:11.37 5    

 

№ 
ﾚ 

Crew 500m 1000ｍ Rank Qualify 

156 

 

5 月 6 日 

14:37 

準決 
２組 

3 上り 

1 
神戸大学 

  3:04.73 4    

2 レジェンド to 島根   3:05.88 5    

3 大阪大学 A   3:00.10 2 →決勝 

4 
東レ滋賀 

  2:56.48 1 →決勝 

5 龍谷大学(齊藤)   3:00.43 3 →決勝 

6 
同志社大学Ｂ 

  3:06.84 6    

ありゃりゃ！決勝まで残ったじゃん。凄い！凄い！ 

 

 

 

 

 



32 
 

 

5 月 7 日決勝。最終日です。私は都合で岡山に帰って来てます。今日はパソコンとスマホ

を握り締めて一日過ごす事になりそうですね。 

 

 

№ 
ﾚ 

Crew 500m 1000ｍ Rank Qualify 

165 

 

5 月 7 日 

8:01 

決勝 
１組 

1 福田 竜己(関西高校)   3:56.42 6    

2 岩井 滉人(桜宮高校)   3:48.31 3    

3 藪 颯也(津高校 A)   3:48.57 4    

4 河野 颯次郎(松山東高校 A)   3:43.02 1    

5 内山 正喜(今治北高校 A)   3:44.94 2    

6 深艸 元輝(長崎明誠高校 A)   3:55.22 5    

 シングルの道は険しい。U－19 で有力選手が抜けたとしても、福井県勢がいないとして

も、孤独の戦いは厳しい。 
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 今日は 1 時間おきに試合が有るが、目覚ましの様にスマホを鳴らしてくれ、写真と結果

を送ってくれる人がいるので助かる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№ 
ﾚ 

Crew 500m 1000ｍ Rank Qualify 

169 

 

5 月 7

日 

9:01 

決勝 
１組 

1 関西高校 A   3:45.03 6    

2 今治西高校 A   3:39.33 5    

3 
今治南高校Ａ 

  3:36.28 4    

4 熊本学園大学付属高校 A   3:34.53 3    

5 
瀬田工業高校 

  3:32.06 1    

6 
清風高校 

  3:34.18 2    

 不思議なほど聞き覚えのある常連の組み合わせですね。 
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舵手付きクォドルプル 

№ 
ﾚ 

Crew 500m 1000ｍ Rank Qualify 

173 

 

5 月 7 日 

10:01 

決勝 
１組 

1 
小松高校Ａ 

  3:38.37 5    

2 
今治西高校 

  3:30.81 3    

3 
桜宮高校 

  3:33.60 4    

4 
東京選抜 

  3:43.29 6    

5 
関西高校 

  3:29.30 1    

6 
宇和島東高校 

  3:30.58 2    

やったよ！やっちゃったよ！優勝しちゃったよ!!!!!!!! 
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歓喜の雄叫びが瀬田川に響き渡る。久しぶりの優勝だ。悲願の勝利を手にしてくれた。

あぁ、何故そこに私はいないんだろう・・・。ま、仕方ないか。 

子供達は先生に『天下一品』でプチ祝勝会を開いて貰い、ニンニク臭ムンムンで帰路に

着いたのだろう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 さて、皆が引き揚げた後に琵琶湖は大荒れに荒れた。ブイが外れ、中断となり午後 1 時

よりフォアとエイトの試合があると告げられた。子供達に影響しなくて良かった。 

 

OB の結果 

№ 
ﾚ 

Crew 500m 1000ｍ Rank Qualify 

180 

 

5 月 7 日 

13:15 

決勝 
１組 

1 
龍谷大学（齊藤） 

  3:16.21 6    

2 
京都大学 

  3:10.47 3    

3 
東レ滋賀 

  3:03.88 1    

4 同志社大学 A   3:13.15 5    

5 
中部電力 

  3:07.62 2    

6 大阪大学 A   3:12.20 4    
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三年の福田です。決勝の応援ほんとうにありがとうございました！結果は 6 位で保護者の

方々の応援に応えることはできずほんとうに申し訳ありません、ですが保護者の方々の応

援はほんとうに心強いものでした。そして今回のこの結果をバネにして県総体では必ず良

い結果を残します。今日は応援ありがとうございました！ 

 

3 年の李洵です。 

この GW は全部試合で朝は緊張し昼はレースに勝って喜んで、また朝緊張しレースに勝っ

て喜んでのくりかえしでした、5 日間でしたが、とても早く感じました、何だか 1 番楽しい

大会でした、 

また次のレースに勝てるようがんばります！ 

応援ありがとうございました！ 

 

三年の国本です 

今、岡山に帰っています。今回の朝日レガッタは決勝進出が目標で決勝に出て嬉しかった

んですけど決勝は最下位という結果で終わりました。ゴールした時に勝たないと面白くな

い、と思いました。なので帰ってまたリセットして謙虚に頑張っていきます！ 

今大会を通じて自分は支えてもらっている、応援されている事が改めてわかりました 

この経験を生かして県総体で勝ってインターハイで笑います！ 

本当に応援ありがとうございました 

 

3 年の永島です。 

自分はダブル B で出場して準決勝に上がり 3 位という結果で準決勝敗退でした！ 

今回の大会で色々と弱点が見つかりそこをもっとよくして次にある県予選に向けて整えて

いき尊敬している先輩が出来なかった事を実現してみせます。 

自分が読んでいる本で「Act like a winner」というのがあります！これを胸に刻みながらこ

れからの練習を頑張りたいと思います。 

応援ありがとうございました！ 

 

3 年の長瀬です。 

今日は朝日レガッタの決勝戦でした。全種目決勝に進出し、朝からみんなドタバタしてい

ました。自分たちダブル B は、準決勝で敗退してしまい今日の決勝戦はサポートにつきま

した。クォードのレースはすごい迫力のあるレースで 1 位でゴールした。みんな上がって

きて表彰式をしているのをみていたら自分もメダルが欲しいと思った。なのでこれからも

練習をしまくって次にあるレースではメダルがもらえるように頑張りたいと思います。応

援ありがとうございました。 
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キャプテンの角南です。 

今日は、朝日レガッタ決勝がありました。 

レース前から、笑顔でレースは無心で行こう！と、話していてレースでは、1 位でゴールす

ることが出来ました！やっと！やっと勝てました！本当に皆さんの応援や支えがこの結果

を出せれたと思います！そして、この結果に満足せず謙虚に頑張ります！応援ありがとう

ございました！ 

 

3 年の中村です。 

今日は朝日レガッタの決勝でした！！結果は見事に 1 位をとることができました！ 

今回の大会、自分は負けるわけにはいけませんでした。ウチ自慢のスーパーCOX の山田が

多分、他だと当たり前だと思うんですが食べたい気持ちを押し殺して減量を頑張ってくれ

て、初めてデットウェイトを持ってくれたし昨年自分の失敗で、あと一歩の所でメダルを

逃してしまいそのオトシマエをつけなければなりませんでした。 

なにより、ここまで育ててくれた母と父と必ず負けないと約束しました。あと、この 5 人

でどうしても勝ちたかったんです。他にも数々の負けるわけにはいけない理由のおかげで

マシーンのように頑張れました。 

話は戻るのですが今日、自分は出艇前に昨年の苦い記憶が蘇って来て少し固くなっていた

というか力が入りすぎてました。そんな時に大親友の永島海斗が「Act like a winner」やで！

と声をかけてくれました。意味を聞くと「勝者のように振る舞え」その言葉を聞いて、無

駄に入っていた力が抜けてなんかスゴく良い状態になりました。声をかけてくれた海斗に

は、とても感謝しています。レース後、気付いたらガッツポーズをして叫んでいました。

自分は 1 人じゃなんにも出来ないけど他の 4 人がいてくれるから持ってるチカラ以上のモ

ノが出せてるんだな。そう思ったら。自然と涙が溢れて『ありがとう。』と言ってました。

いつも応援してくださる保護者の方々。サポートなどをしてくれる仲間。毎日ご指導をし

てくださる先生。他にも色んな人に少しは感謝を感動で返せたかなと思います。 

しかし、これは始まりにすぎません！次は、5 月末の県総体！死んでも負けません！！負け

たくありません！！また、応援よろしくお願いします！本当に応援ありがとうございまし

た！ 

 

3 年の尾上です。 

朝日レガッタが終わって今バスで帰っています。 

結果は１位でした。対校に乗ってからやっと１位になることができました。昨日の準決勝

とは違ってみんなが決勝を楽しもう、俺らのやることをやろうと言っていて変な緊張感が

なくレースにのぞめました。レースはスタートからずっと１位でいっていて 500m ぐらい

から今までに感じたことのないスピード感があって漕いでいて苦しいとかじぁなくて楽し

いしかなかった。ゴールしてからやっとこの 5 人で１位になれたこと、支えてくれた保護

者の声援に応えることができたこと、1 年生、2 年生の前で勝てたこと、そして去年のかい
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しんの借りを返せたことが嬉しかった。やっぱり勝たないと面白くない、だからインター

ハイも必ず勝つ。勝って感動を与える 応援ありがとうございました。 

 

3 年の熊谷です。 

自分達は今回の朝日レガッタで優勝する事が出来て、昨年の朝日レガッタと選抜の借りを

返せました。ゴールすると、思わず両手を挙げて喜んでいました。 

今の時点では、レースで 1 位になったけど大会で 1 位という実感がないという感じです。

でもこれからそれを実感して、インターハイまでの練習のモチベーションに、繋げていき

たいと思います。本当に応援ありがとうございました。 

 

3 年の山田です。 

今回の朝日レガッタ、クォドは 1 位になることが出来ました！ 

アップをする前は少し緊張していたんですが、水上アップ中に｢楽しんでいこうや！｣とク

ルー長の中村がみんなの緊張をほぐしてくれ、良い状態で、レースを迎えれました。 

正直、去年のことがあり、中村が 1 番緊張している(リラックス出来ていない)のにクルーの

雰囲気を良くしようとして楽しもう！と言ってくれる、うちのクルー長はかっこよかった

です。 

そしてレースでは最高の展開でいけて、スタートで出て、後半も垂れることがない、スタ

ートスパートが出来ました。ゴールしたとき、この 5 人でやっと勝てた！と思い、体が脱

力する初めての感覚を覚え、叫びまくりました。選抜で苦い経験をしてきた分、今回の 1

位はとても嬉しかったです。これも保護者の方々の応援のおかげです。ありがとうござい

ました。次のインハイでも期待に答えれるように 謙虚にやって行きます。本当に応援あり

がとうございました！ 

 

 

 

森川先生のお言葉 

やりました！ やりました！！ 皆さんのおかげで、高校男子クォドルプルの部で優勝しま

した。 ８年ぶり７回目の優勝です。 本当にありがとうございました。 

選手たちには「感謝を感動で返せ！ 会場の大勢のボートファンがお前らを見てる。 視聴

率１００％や。 こんな楽しい時間はなかなかないでぇ。 楽しまな損や！ お前らの好きな

ようにやったらええ。 とにかく全部出し切れ！ 如意や！！」と指示しました。 優勝した

クォドクルーの選手たちは見たことのない世界が見えた！ 新しい自分に出会えた！ので

はないでしょうか？！ 

まぁ、喜びは一瞬です。 やっぱり「喜び過ぎず」です。 今日頂いた金メダルは自分たち

だけで獲ったわけではありません。 いろんな人のおかげで頂いたのです。 チームを代表

して貴方たちがもらっただけです。 ならば、それに相応しい行動・言動・プレーをしてく

れる事を望みます。  



40 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私は寂しく自宅で優勝のお祝い・・ 

愛猫に『ちゅ~る』をあげました。 

 

エイトの決勝はドローンで撮影されていました。 

凄くレースが分かりやすかった。 

関西のもドローンで撮って欲しかったなぁ 
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      5 月 9 日山陽新聞朝刊 

 先生の FB には OB・OB 保護者・大会関係者など沢山の方からお祝いのコメントが寄せ

られました。そして、掲示板には保護者のコメントが・・・2 名。あれっ？ 

 この大会で一番喜んだのはきっとこの人でしょう。クォドでもダブルでも無く。福田父 

噂の森川マジックを間近で体感し興奮しました！感動しま

した！感謝しております。 

ご子息にとって初の全国レベルでのレース。 本当によく頑張りました。 入賞は逸

しましたが、レースの度に進化していきました。 おそらく・・・お父さん・お母さ

んの予想を上回る成果だったのでは？！  

とにかくこの大会で得たことを糧に更なる進化を望んでいます。 決勝で流した涙を

無駄にしてはいけません。 その時思ったことは神の声です。  
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森川先生のお言葉  

応援ありがとうございました。 皆様方のおかげで８年ぶり７回目の優勝の栄を獲ることが

出来ました。 今日の山陽新聞、見られた方も多いかと思います。 ボート部の優勝の記事

の中に「リベンジ」と「規律」について書かれていました。 昨年の朝日レガッタ決勝、ラ

スト約２０m のところで痛恨の腹切り。 決してトップではありませんでしたが、目の前で

メダルがポロリ・・・。 腹切りした選手には「気にするな！」とは言っておりません。 反

対に「ずっと気にせぇ！ このチョンボを忘れるぐらい、後に笑い話になるぐらい努力して、

翌年の大会でおとしまえを付けろ！」と言っておりました。 だからどうしてもリベンジし

たかった、勝たせてやりたかったのです。 そして、努力の甲斐あって見事に優勝。 表彰

式で優勝の賞状を受けとる彼を見て、私は涙が出てきました。 また、目標を達成するため

に「規律を守れ！ 規律を作れ！ その規律を遵守して自分の周りに福の神をいっぱい作

れ！！」と指示していました。（前述のとおり春の選抜では、自分勝手な行動をして、福の

神が逃げて行きました！） 常日頃の生活習慣が勝負に反映されると考えたのです。 そう

いったことで選手たちは謙虚になったのではないかと思われます。 

シーズンは始まったばかり。 まだまだレースは続きます。 勝てる保証なんて何一つあり

ません。 実際、昨年の５月末、大ヤケドをしたはずです。 インハイ・国体の王者が本物

です。 負けたら The End。 新しい目標を持ち、更なる高みを目指して日々進化してくれ

る事を望みます。 

 本物を本気で！！ もっと上、もっと上、夢叶うまで挑戦！！      

        

 


